
両院協議会の協議概要

（１）協議概観

平成20年１月18日国会に提出された平成

十九年度補正予算３案は、１月29日衆議院で

可決されたものの、２月６日参議院で否決され

た。衆参両議院の議決が異なったため、衆議

院から両院協議会を求められ、同日の本会議

において、院議を構成した会派である民主、

共産、社民の各会派から協議委員を選任し

た。

協議委員は直ちに両院協議会参議院協議

委員議長及び副議長互選会を開き、議長に

櫻井充君を、副議長に小川勝也君を互選し

た。

両院協議会においては、まず、くじによる抽

せんの結果、衆議院側の沢一郎協議委員

議長が協議会議長となった。その後、両院に

おける議決の趣旨説明が行われ、その後各

協議委員から種々意見が述べられた。最後

に、参議院側を代表して小川勝也協議委員

から、また、衆議院側を代表して田野瀬良太

郎協議委員から、それぞれ締めくくりの発言が

行われたものの、成案を得るに至らず、その

旨各議院に報告することとなった。

両院協議会の後、衆参両議院の本会議に

おいて両院協議会の経過及び結果について

各議院の協議委員議長からそれぞれ報告が

行われた。その結果、平成十九年度補正予

算３案は、憲法第60条第２項の規定により、衆

議院の議決が国会の議決となった。

（２）協議経過

○平成20年２月６日（水）（第１回）

成案を得なかった。

（３）平成十九年度一般会計補正予算(第１号)外二件両院協議会参議院協議

委員議長報告

平成十九年度一般会計補正予算外二件両院協議会の経過及び結果について御報告申し上げます。

本院協議委員は、先ほどの本会議におきまして、議長より指名されました後、直ちに協議委員議長及び副

議長の互選を行い、その結果、協議委員議長に私、櫻井充が、副議長に小川勝也君がそれぞれ選任されま

した。

なお、衆議院におきましては、沢一郎君が協議委員議長に、中山成彬君が副議長に選任されました。

両院協議会の初会の議長は、くじにより決することとなっておりますので、開会に先立ち、抽せんを行いま

した結果、衆議院側協議委員議長の沢一郎君が議長に当選されました。誠に残念でございました。

協議会におきましては、衆議院側の中山成彬君から、災害対策に適切に対応していること、高齢者医療制



度の円滑な導入のための経費が盛り込まれていること、原油高対策など必要性、緊要性の高い経費が計上

されていること、財政規律の確保の面から評価できる内容となっていること等の理由で賛成、次に、本院側羽

田雄一郎君から、高齢者医療制度の導入を前に、一時的凍結といったその場しのぎの対応に終始している

こと、税収見積りに慎重さを欠いていること、補正予算の編成要件から見て妥当性を欠く経費が計上されてい

ること、原油高対策が不十分なこと等の理由によって反対と、それぞれ議決の趣旨の説明が行われました。

次に、協議に移りましたところ、本院側協議委員の民主党・新緑風会・国民新・日本の津田弥太郎君から、

日本共産党の仁比聡平君、そして社会民主党・護憲連合の近藤正道君から、また、衆議院側協議委員の自

由民主党の森英介君、公明党の石田祝稔君から、それぞれ種々の発言があり、双方において熱心な意見交

換が行われました。

かくて協議終結に当たり、本院側の小川勝也君から、両院協議会として参議院側が指摘した補正予算３案

に反対する理由として掲げた諸事項を除去することによって、平成十九年度補正予算が成立できるよう、衆

議院側に協力を要請する旨の意見が述べられました。また、衆議院側の田野瀬良太郎君からは、平成十九

年度補正予算は現下の経済情勢及び国民生活への影響を考慮し、衆議院側の議決どおり成立することが

望ましい旨の意見が述べられました。

結局、意見の一致を見るに至らず、成案が得られませんでした。

以上、御報告申し上げます。

（４）協議表

本 院 両 院 成案の議決
案 件 請求議院 請求の理由 請求日 協議委員 協議会 備 考

選挙日 開会日 参議院 衆議院

平成十九年度 衆議院 両議院議決 20.2.6 20.2.6 20.2.6 協議会におい 憲法第60条第２項に
一般会計補正 不一致 て成案を得な より衆議院の議決が
予算(第１号)外 かった 国会の議決となった
二件

（５）協議委員

議 長 櫻井 充（民主） 榛葉 賀津也（民主） 仁比 聡平（共産）
副議長 小川 勝也（民主） 津田 弥太郎（民主） 近藤 正道（社民）
池口 修次（民主） 羽田 雄一郎（民主）
尾立 源幸（民主） 水岡 俊一（民主）




